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（計画の目的）

第１条 この計画は、水防法第１５条の２第１項に基づき、首都圏新都市鉄道（株）

秋葉原駅（以下、秋葉原駅という）と秋葉原地区にある地下通路に接続する施設

（以下「秋葉原地区地下街等」という。）に勤務又は利用する全ての者の、浸水時又

は浸水が予想される場合の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の浸水の防止

を図ることを目的とする。

（計画の対象区域）

第２条 この計画の対象区域は、【別紙１】の範囲内とする。

２ この計画に規定する事業者は、千代田区地域防災計画に規定する秋葉原駅と地下

通路、地階部分が一体になるものとみなされる事業所（以下、事業所という）で、

次表のとおりとする。

３ 今後、第２項の要件に該当する建物が新築された場合は当該事業所を含むものと

し、要件に該当しなくなった事業所は除外するものとする。

区 分 事業所名称

鉄道事業者 １ つくばエクスプレス 秋葉原駅 （神田佐久間町1-6-10）

秋葉原地区

地下街等

１ ヨドバシＡＫＩＢＡビル （神田花岡町1-1）

２ ＴＸ秋葉原阪急ビル （神田佐久間町1-6-5）

（計画の適用範囲）

第３条 この計画は、対象区域に勤務又は利用する全ての者に適用する。

（協議会の設置）

第４条 浸水時又は浸水が予想される場合の対応を事前に協議するため、協議会を設

置する。

（防災連絡体制等）

第５条 浸水時又は浸水が予想される場合は、総合的応急活動を実施するため、秋葉

原地区地下街等に防災連絡体制等を設置する。

（情報収集及び伝達体制）

第６条 情報収集体制については、次のとおりとする。

（１）情報収集体制

浸水の危険性把握のため、次により情報の収集を行なう。

ア 収集する情報

・気象情報、洪水予報、河川水位情報、水位到達情報

・千代田区等から提供される防災情報



イ 収集手段

・インターネット、テレビ、ラジオ等による情報収集

・地上の状況を目視又は ITVカメラ等で確認する

・千代田区等から提供される防災情報を確認する

（２）情報伝達体制

浸水時又は浸水が予想される場合には速やかに情報を伝達する。

（警戒活動）

第７条 地下街等への浸水を防止するため、危険度の段階によって対策をとるものと

する。

（１）第１段階：注意

（２）第２段階：警戒

（３）第３段階：非常

（避難誘導）

第８条 避難誘導については、次のとおり行なう。

（１）避難誘導の原則

浸水時又は浸水が予想される場合には、利用者の避難を最優先に行なう。

（２）避難誘導開始時期

避難指示が発令された場合、全員が避難する。避難誘導開始時期は、各事業所

の判断とする。その際、防災連絡体制により、事前に協議会内で定めたルール

により行動するものとする。

（３）避難誘導時の行動

避難誘導時の行動については、次の点に注意する。

ア 放送設備等を使用して、現在の浸水等の状況について利用者に説明するとと

もに従業員の指示に従って落ち着いて避難するよう呼びかける。

イ エレベ—タ—やエスカレ—タ—等の電気設備を利用しないように周知する。

ウ あらかじめ決められた自衛水防組織の避難誘導班が所定の位置につき、利用

者を安全な方法で避難させる。

エ 要配慮者の避難誘導については、周辺の人達の協力を得ながら迅速に行なう。

（４）避難経路図については【別紙２】のとおり

（５）避難誘導方法及び留意事項

ア 利用者がパニックにならないように、避難誘導をはじめ、各班員は落ち着い

て行動する。

イ 浸水時には停電が想定されるため、エレベーターやエスカレーターなどを利

用しての避難誘導は行なわない。

ウ 停電時の避難誘導を適切に行なうため、平常時から懐中電灯等を用意してお

く。



（防災教育）

第９条 防災教育については、次のとおり行なう。

（１）避難確保・浸水防止計画の内容の周知徹底

（２）浸水予防の周知徹底

（３）防災体制の周知徹底

（４）浸水に関する事項の周知徹底

（５）その他、施設において防災上必要な事項

（防災訓練）

第１０条 防災訓練については、図上又は実動形式で次のとおり行なう。

（１）情報収集・伝達・通報訓練

（２）浸水防止訓練

（３）避難誘導訓練

（４）救出・救護訓練

（施設及び資機材の整備）

第１１条 各事業所は、施設及び資機材の整備等について次のとおり行なう。

（１）浸水に備えるため、ボックスウオール、防潮シート、水土嚢、防水板、排水ポ

ンプ、非常電源、放送設備などの施設及び資機材の整備を行なう。

（２）浸水に備えるため、上記（１）の施設及び資機材を準備しておき、保管場所や

使用方法について、従業員等に周知徹底する。

【秋葉原駅止水設備一覧】

駅名 設備名 出口名

秋葉原駅

防潮シート

Ａ１出入口 h=300（TP＋3,580）

Ａ２出入口 h=550（TP＋3,688）

ＥＶ地上部 h=550（TP＋3,650）

ＥＶ地上部 h=550

電動跳上式防水板 Ａ３出入口 h=600



【別紙1】地下施設を有するビルと地下通路の位置図（秋葉原地区）



【別紙2】地上階への避難経路図


